
1 学期終業式（7/25） 校長から 
 

みなさんおはようございます。校長の益満です。 

１学期が終わります。そこでこの1学期を少しだけ振り返ってみましょう。 

まずは３年生のみなさんから。卒後に働くまたは利用することを前提とし

た現場実習の前期がありました。希望と緊張が入り混じった実習になったこ

とでしょう。成功した手ごたえを感じた人、逆に「もっとこうすればよかった」

という次への課題を感じた人もいたことでしょう。それぞれが感じたことを、

２学期の後期の実習に生かしてください。 

２年生のみなさん。関西の旅・・・・ 楽しかったようですね。 

先日の見学旅行報告会でも、意義深かった様子が伝わってきました。 

ＵＳＪでの笑顔は、夢の世界に触れた楽しさだけではなく、仲間の大切さを感

じた証拠ではないかと思います。 

そして大阪・京都の旅に欠かせないのは、歴史的建造物の見学です。 

金閣寺の金色が水面に映る景色は、写真で見ても素晴らしかったです。 

そして東大寺。東大寺は何度か火事にあってはいますが、１３００年も前に

あの建物があったとは驚きです。しかも、建設機械などはない時代に、全て手

作業で造り上げたことを考えると、「凄い」の一言に尽きると思います。 

東大寺南大門の金剛力士像も手彫りです。あの迫力は「国宝」の名にふさわ

しいと私は思っています。神社仏閣・仏像・絵画などの美しいたたずまいを見

ていると、昔の人たちからのメッセージを感じるような気になります。「「大切

なことを忘れてないか？」と問われているように感じることがあります。 

交通・科学・医療・ＩＣＴ・情報などの様々な技術が発展した今の社会があ



るのも、昔の人たちが積み重ねてきた努力と工夫のおかげです。 

私は、歴史的な建造物や絵画、彫刻などに接する度に、人々はずっと昔から、

「美しさ」「楽しさ」「正しさ」「強さ」「優しさ」を求めてきたのだなと感じま

す。「「自分の今が幸せなら良い」ではなく、「自分も周りの人も、今だけではな

く、これから先も幸せであるように」と願っていた人たちの息遣いが聞こえて

くるように感じます。まさに、「ウエルビーイング」に繋がっているように感

じるのです。そういった意味で、大阪・京都の旅は私たちが忘れてはいけない

大切なことを思い出させてくれる場所ではないでしょうか。 

 ３年生は昨年、経験していますし、１年生は来年、見学旅行に行く予定です

ので楽しみにしていてください。 

そして、1年生も、小樽での宿泊研修は、とても充実したものになったので

はないでしょうか。仲間とともに、小樽のモノ・コトを深く知る旅は、家族旅

行では味わえない素晴らしい学習と思い出になったことと思います。 

入学して４か月。豊明での学校生活にも慣れてきたともいますが、高校生に

なったという緊張感は、これからも忘れずにいてほしいなと思います。 

 

さて、夏休みを迎えます。夏休みは可能性に満ちています。いままでできな

かったことに挑戦してみるのも良いですし、家族や友達とゆっくり話をする

こともできます。また、本当に何にもしないで、しっかりと休養するのも良い

かもしれません。良い仕事、良い学びのために、良い休みにしてください。 

そして、２学期の初日に、元気な顔に会えるのを楽しみにしています。 

 


